
読
書
の
す
ゝ
め

そ
の

Ｈ

１
／

38

29

16

２
０
１
７
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め

（
公
社
）
読
書
推
進
運
動
協
議
会
（
読
進
協
）
は
「
２
０
１
７
若
い
人
に
贈
る
読

書
の
す
す
め
」
推
進
図
書

点
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
成
人
・
卒
業
な
ど
、

26

新
た
な
人
生
の
一
歩
を
踏
み
出
す
若
い
人
に
ぜ
ひ
読
ん
で
も
ら
い
た
い
本
を
紹
介

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
一
年
に
出
版
さ
れ
た
本
の
中
で
、
各
都
道
府
県
の
読
進
協

の
推
薦
本
か
ら
選
考
さ
れ
た
も
の
で
す
。

＊
『
陸
王
』
池
井
戸
潤
（
集
英
社
）

＊
『
何
様
』
朝
井
リ
ョ
ウ
（
新
潮
社
）

＊
『
さ
よ
な
ら
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ダ
』
額
賀
澪
（
文
藝
春
秋
）

＊
『
ま
く
子
』
西
加
奈
子
（
福
音
館
書
店
）

＊
『
た
ま
ち
ゃ
ん
の
お
つ
か
い
便
』
森
沢
明
夫
（
実
業
之
日
本
社
）

＊
『

歳
の
語
り
部
』
相
澤
朱
音
他
（
ポ
プ
ラ
社
）

16

＊
『
世
界
一
清
潔
な
空
港
の
清
掃
人
』
新
津
春
子
（
朝
日
新
聞
出
版
）

＊
『

歳
か
ら
の
民
主
主
義
』
岩
波
新
書
編
集
部
（
岩
波
書
店
）

18

＊
『
ス
マ
ホ
断
食
』
藤
原
智
美
（
潮
出
版
社
）

＊
『
未
到
』
岡
崎
慎
司
（
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
）

＊
『
ペ
ン
ギ
ン
の
バ
タ
フ
ラ
イ
』
中
山
智
幸
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

＊
『
転
換
期
を
生
き
る
き
み
た
ち
へ
』
内
田
樹
（
晶
文
社
）

＊
『
最
強
の
働
き
方
』
ム
ー
ギ
ー
・
キ
ム
（
東
洋
経
済
新
報
社
）

＊
『
投
票
に
行
き
た
く
な
る
国
会
の
話
』
政
野
淳
子
（
筑
摩
書
房
）

＊
『
人
生
を
変
え
る
勇
気
』
岸
見
一
郎
（
中
央
公
論
新
社
）

＊
『
夜
を
乗
り
越
え
る
』
又
吉
直
樹
（
小
学
館
）

＊
『
戦
略
読
書
』
三
谷
宏
治
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

＊
『
さ
か
な
ク
ン
の
一
魚
一
会
』
さ
か
な
ク
ン
（
講
談
社
）

＊
『
人
を
つ
く
る
こ
と
ば
』
大
村
智
（
毎
日
新
聞
出
版
）

＊
『
語
彙
力
こ
そ
が
教
養
で
あ
る
』
斎
藤
孝
（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
）

＊
『
戦
地
の
図
書
館
』
モ
リ
ー
・
グ
プ
テ
ィ
ル
・
マ
ニ
ン
グ
（
東
京
創
元
社
）

＊
『
学
校
で
は
教
え
て
く
れ
な
い
ゆ
か
い
な
日
本
語
』
今
野
真
二
（
河
出
書
房
新
社
）

＊
『
池
上
彰
の
君
た
ち
と
考
え
る
こ
れ
か
ら
の
こ
と
』
池
上
彰
（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
）

＊
『
翻
訳
で
き
な
い
世
界
の
こ
と
ば
』
エ
ラ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
サ
ン
ダ
ー
ス
（
創
元
社
）

※
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
る
の
は
８
冊
の
み
で
す
が
、
他
は
年
度
内
に
そ
ろ
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

図
書
委
員
中
央
研
修
会
に
参
加
し
て
（
感
想
）

月

日
の
研
修
会
で
は
、
本
校
が
全
体
会
の
司
会
・
進
行
と
分
科
会
を
担
当
し
ま
し
た
が
、
他
校
の
分
科
会
に

12

15

１
年
次
生
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

坂
本
遥
香
さ
ん
（
第
１
分
科
会
・
お
す
す
め
本
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
作
ろ
う
！
＝
高
萩
清
松
高
校
）

全
体
会
の
読
書
感
想
文
発
表
は
三
人
の
作
品
と
も
と
て
も
レ
ベ
ル
が
高
く
、
す
ご
く
驚
き

ま
し
た
。
ま
た
、
下
館
工
業
高
校
の
図
書
委
員
の
発
表
を
聞
い
て
、
図
書
委
員
会
活
動
が
活

発
で
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
て

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

山
中
真
里
奈
さ
ん
（
第
４
分
科
会
・
Ｎ
Ｄ
Ｃ
っ
て
何
だ
ろ
う
？

＝
水
戸
工
業
高
校
）

今
回
参
加
し
た
分
科
会
で
、
夏
の
書
架
整
理
（
蔵
書
点
検
）
の
時
に
わ

か
ら
な
か
っ
た
Ｎ
Ｄ
Ｃ
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

他
校
の
人
た
ち
と
の
意
見
交
換
で
は
、
様
々
な
図
書
委
員
活
動
を
聞
く
こ

と
が
で
き
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
決
勝
で
は
本
の
紹

介
が
面
白
く
、
初
め
て
知
る
本
だ
っ
た
の
で
聞
い
て
い
て
楽
し
か
っ
た
で

す
。
と
て
も
勉
強
に
な
り
、
参
加
し
て
良
か
っ
た
で
す
。

酒
井
二
千
香
さ
ん
（
第
９
分
科
会
・
さ
わ
れ
る
絵
本
を
作
ろ
う
＝
茎
崎
高
校
）

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
一
日
で
し
た
。
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
人
の
感

想
文
を
本
人
の
朗
読
で
聞
く
こ
と
が
で
き
た
り
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
に
つ
い
て
、
他
校
の
図
書
委
員
さ

ん
の
発
表
で
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
分
科
会
の
体
験

も
貴
重
な
も
の
で
、
ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い
で
す
。

参
加
者
の
活
動
の
様
子
を
写
真
展
示
（
図
書
館
前
）
し
て
い
ま
す
！

蝋梅（ろうばい）の花


